
表 4 表 1

【図書フロアからのお知らせ】

千代田区立
日比谷図書文化館

日比谷
野外音楽堂

A7出口

       

27
(木)

8

8
A u g u s t

2 0 1 5

月号

千代田区立日比谷図書文化館  広報誌

お問合せ先：千代田区立日比谷図書文化館　
〒100-0012 千代田区日比谷公園1-4  TEL：施設代表 03-3502-3340　
図書総合カウンター 03-3502-3343  URL：http://hibiyal . jp

c a l enda r 開館時間：平日10時～22時　■土曜10時～19時　■日祝10時～17時　■休館日
都営地下鉄
● 三田線「内幸町駅」
A7出口  徒歩3分 
東京メトロ
● 丸ノ内線
● 日比谷線 
「霞ヶ関駅」B2出口
徒歩3分
● 千代田線  
「霞ヶ関駅」C4出口
徒歩3分 
ＪＲ 「新橋駅」 徒歩10分

※当施設に駐車場・駐輪場
はございません。 公共交
通機関をご利用下さい。
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岩波書店 / 2009年

言語学とモンゴル学の専門家である
著者によるノモンハン戦争史。日本で
はこの戦争を何故‘事件’と呼ぶのか？
歴史的・地理的条件から説き起こし、
その真相を明らかにする。

3F グリーンゾーン 

【哲学・歴史・自然科学・技術工学】の本を集めたゾーン
ZONE
PICK UP!

ポモーヌ 2015年　7月号　A4 4P
表紙面 2C  特色  DIC2532

a c c e s s

※展示情報は変更する場合がございます。月 の 展 示 情 報
E x h i b i t  I n f o r m a t i o n  8

「徳川家康  四百年忌」（～9/18）
家康公四百年忌となる今年、彼について書かれた資料文献を
展示し、故人を偲ぶと共に、戦国乱世から天下泰平の世を夢見
たその物語をご紹介します。
文化財企画展
「学童疎開からみる子どもたちの生活」関連展示（三角台、～8/9）

2F
パープル
ゾーン

3F
ブルー
ゾーン

2F
オレンジ
ゾーン

2F
ホール

「千代田区生きものさがし 2015」
日比谷カレッジ 
「フォトグラファーが捉えた祭典への軌跡」関連展示（～8/17）

3F
ホール 「徳川家康  四百年忌」 関連展示（ガラスケース、～9/18）

「時」（～8/14）　
身近にありながら考えれば考えるほど謎が深まる時間につい
て、哲学、物理学、自然科学などの観点から時をテーマにした
小説や芸術作品まで幅広くご紹介します。

特定のテーマについての調べものに便利な「専門図書館」。
関係者以外は使えないのでは？専門の資格がないと入っちゃダメ？
そんなことはありません! 広く公開されている専門図書館もたくさ
んあるのです。 
3階グリーンゾーン奥「ライブラリープラス」にて専門図書館について
学ぶ講座が始まります。さまざな専門図書館の方に講師としてお越
しいただき、所蔵資料や効果的な使い方など、専門分野の情報収集
の方法についてご紹介いただきます。

クローン技術や人工知能など高度な技
術の発見、発明が急速に進む昨今、は
たしてその産物にアイデンティティは
存在するのでしょうか。また、人々は時
代の流れの中で自己や心というものを
どうとらえて向き合ってきたのでしょう
か。「私」をみつめる時、どんな「私」が
自分らしいと感じますか。自分探しの
ヒントになる展示です。 

偉大な先人たちも自己について
問い続けてきました。

あなたの答えは見つかるでしょうか。

私とはなんだろう
－アイデンティティ－

1 2

NEW!

NEW!「〇〇論・〇〇史」（～11/13）
全ゾーン共通テーマ展示の第1弾。日本論、男性・女性論、マーケ
ティング論など、〇〇に当てはまる言葉をオレンジゾーンなら
ではの視点で選び、関連本をご紹介します。

10
16～

「専門図書館への入口講座」   
が始まります！

公益財団法人日本近代文学館が複刻を手掛
けた『新選 名著複刻全集』より、明治から昭
和初期に刊行された詩歌集を展示していま
す。 現在では入手困難な初版本を、紙の材
質から製本方法まで徹底して分析し、再現し
た逸品です。装幀と詩歌、両方をご覧ください。

『新選  名著複刻全集』
「複製ではなく、複刻。」

3Ｆホール  ガラスケース
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1908年（明治41年）4月28日、神戸港を出港した笠戸丸で第1回
契約移民781名がブラジル・サントスへと向かいました。それか
ら百余年にわたる日本人の南米移住の苦難や成功の歴史を、彼
らの子孫である現在の日系人の姿に結び付けてお話しします。

■ 日時：8月27日（木）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名　
■ 参加費：1000円（千代田区民 500円）

帝国
ホテル

千代田線
日比谷駅
A14出口

場所：ライブラリープラス（3階 グリーンゾーン奥）
定員：10名　参加費：無料
※事前申込は不要

「機械振興協会BICライブラリ」　
8月4日（火）18:30～19:30
講師：結城 智里（機械振興協会BICライブラリ調査役）

■ 古書で紐解く近現代史セミナー 第14回

「日本人移民の歴史と日系人の現在」
講師：小嶋 茂（JICA横浜 海外移住資料館 学芸担当）

「内田嘉吉文庫に見る日本人移民の歴史
～ハワイ移民130年の節目に考える海外移民政策～」
今年は日本とハワイの政府間の合意により、日本人最初の官約
移民が行われてからちょうど130年にあたります。 そこで特別研
究室では、 内田嘉吉文庫で所蔵する海外移民に関する資料
を展示し、 明治～戦前にかけて政財官界で論じられた日本人
の海外移民政策の歴史を紹介します。 また、千代田区立図書
館で所蔵する現代の移民関連図書もあわせて展示します。

■ 特別研究室企画展示 ■

▲日本国総領事館 （ホノルル、 ヌアヌ・アヴェニュー、 1887年） 写真提供：ハワイ報知
 　（「日本人移民１ ハワイ・北米大陸」 藤崎康夫 編  日本図書センター 1997年より）  
　ポーチには初代総領事安藤太郎と夫人の姿がみえる。

「日本人移民」を考える。

【展示構成】

■ 明治～昭和初期における日本人の海外移民について
 『国民海外発展策』（1914年） 『移民調査報告』（1908年）
 『アマゾン河流域植民計画ニ関スル調査報告』（1927年）など

■ ハワイ・北米への移住（7月21日～8月16日）
 『日布時事布哇年鑑　昭和二年』（1927年）
 『National Geographic Magazine』（1924年2月号）など

■ ブラジル・南米への移住（8月18日～9月27日）
 『アマゾン流域の話』（1927年） 『南米一巡』（1921年）など

■ 現代の移民に関する図書

7月21日（火）～9月27日（日） ■会場：4階 特別研究室
■平日10:00～20:00 土曜10:00～18:00 日・祝10:00～16:00
■入場無料  ■連携先：JICA横浜  海外移住資料館

笠戸丸（『ブラジルに於け
る日本人発展史』/
青柳郁太郎 著/1941年）
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▲昨年の打ち水の様子

図書館用語教えて！ 【見計らい（みはからい）】図書館が本を選ぶ際に、新刊書の情報誌からではなく、書店や出版社が持ち込んだ本から選書する方法のこと。現物を見て本を選べる、出版情報が入手できないものも持ち込まれることがあるなどの利点がある。ただ、見計らいで持ち込まれる本が出版された本のすべてではないので、その他の出版情報と併用するのが一般的。

ポモーヌ 2015年　7月号　A4 4P
中面 2C  特色  DIC2532
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日本古来の風習や伝統が見直されつつありま
す。その１つでもある打ち水は、埃や暑さを抑
えるなど効果もありますが、何より「清める」と
いう日本のおもてなしの心が現れた風習です。
日比谷図書文化館では今年も「エンタの街　
日比谷打ち水月間」に参加して、おもてなしの
心で皆様をお迎えします。
実施期間：～8/31 平日夕方（雨天中止）

ポモーヌ広報室より ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

HIBIYAイノベーション・キャンパス2015

「大人がますます育つ
イノベーションを生む考え方」
講師：田子 學（MTDO inc.代表取締役 アートディレクター／デザイナー）
社会を変えるほどのアイデアは、日常や自
分の中に眠っています。モノの見方と考え
方を身につければ、まだ見たことも聞いた
こともない新しい価値を創造できます。新
規事業の担当者、スタートアップを目指す
方や、社内でもっと活躍したいと考える方に
最適な講座です。（協力：慶應義塾大学大学院
システムデザイン・マネジメント研究科附属
SDM研究所イノベーティブデザインセンター）
■ 日時：８月３日（月）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名   ■ 参加費：1000円 

レクチャー「イノベーティブ思考のいま
～世界の最新動向～」
講師：富田 欣和（慶應義塾大学大学院SDM研究科特任講師)
 渡辺 今日子（慶應義塾大学大学院SDM研究科特任助教）
 山本 絵里子（慶應義塾大学大学院SDM研究所研究員）
新しい価値を創造する取組みは、も
はや一部の先進的な国や企業が手
がけるものではありません。グロー
バル・アントレプレナー育成に携わ
る慶應システムデザイン・マネジメン
ト研究科（SDM）が、海外各地のイノ
ベーション創出活動における人材教
育と実践の最前線を踏まえた最新
動向をお伝えします。（共催：慶應義塾
大学大学院システムデザイン・マネジメ
ント研究科附属SDM研究所イノベー
ティブデザインセンター）
■ 日時：8月28日（金）19：00～21:00（18:3０より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール）  ■ 定員：60名   ■ 参加費：1500円 

＜次回予告＞   日時：9月12日（土）13:00～17:00
「右脳と左脳で0から1を生むワークショップ」

4
(火)

江戸歴史講座 第33回　

笑いと親しみの化け物像
～江戸のコミック、黄表紙の中の化け物たち
講師：アダム・カバット（武蔵大学人文学部日本・東アジア文化学科教授）
江戸時代の娯楽本で庶民に愛された
黄表紙にはどこかかわいらしい化け
物たちが登場する。おどろおどろしい
妖怪像とは対極の化け物たちが生ま
れ、生き生きと過ごした江戸とはどん
な時代だったのか。黄表紙に描かれ
た化け物像から江戸の姿を探ります。
■ 日時：8月4日(火）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール）
■ 定員：200名   
■ 参加費：1000円 （千代田区民500円）
※講演は日本語で行います。

豆腐小僧『夭怪着到牒』
国立国会図書館蔵

24
(月)

8 世界の音楽～モンゴルの暮らしからみえるもの～
「馬頭琴の音の魅力」
講師：美炎（馬頭琴奏者）
モンゴルで生まれた楽器、馬頭琴。モンゴルを何
度も訪れ、旅してきた講師が、写真や馬頭琴の音
色と共に、モンゴルの自然、暮らし、現在のモンゴ
ルについて紹介します。伝統的なモンゴル民謡だ
けでなく、様々なジャンルの曲の演奏を通じて、
馬頭琴の持つ可能性をご体感いただく夕べです。
■ 日時：8月24日（月）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階スタジオプラス（小ホール）
■ 定員：60名  ■ 参加費：1000円

28
(金)

8 「言葉」と向き合う
―『広辞苑』づくりから考える言葉の自分らしい使い方―
講師：平木 靖成（岩波書店 辞典編集部副部長）
辞典づくりのプロは、日頃から言葉をどう捉えて
いるのか。今年刊行60年を迎えた『広辞苑』は
どのように作られ、日本語の変遷をどう見守って
きたのか。小説『舟を編む』制作時に取材を受け
た辞典編集者が、編集者ならではの言葉とのつ
きあい方を語ります。
■ 日時：8月28日（金）19：00～20：30 （18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名  ■ 参加費：1000円

30
(水)

9 図書館建築を読む
第3回 「知の要塞化というモダニズム」
講師：桂 英史（東京藝術大学大学院教授）
強くて機能的な建築は、国家や「知は国家なり」
という国民国家を示すようになりました。図書館
建築にもその美意識は如実に反映されることに
なりました。「図書館建築を読む」（全４回講座）
の第3回では、国民国家という観点から、図書館
建築についてお話します。（協力：河出書房新社）
■ 日時：9月30日（水）19：00～21：00（18：30より受付）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール（大ホール） 
■ 定員：200名  ■ 参加費：1000円
＜第4回予告＞
11月25日（水）「図書館と都市」（9月25日申込受付開始）

30
(水)

9 展覧会への入口講座 vol.16    東京ステーションギャラリー×日比谷図書文化館

木版詩画集『月映』とその背景
講師：田中 晴子（東京ステーションギャラリー学芸課長）
珠玉の作品集『月映』は、20代前半の美
術学生、田中恭吉、藤森静雄、恩地孝四
郎らによる百年前の木版詩画集です。木
版画による表現は主流ではない時代、あ
えて自画・自刻による木版画にこだわり、
創作版画史にその名を刻みました。公刊
『月映』(洛陽堂)とそれに至るまでの背景
などを紹介します。
■ 日時：9月30日（水）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名  
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

17
(木)

9 『平家物語』を、よむ・わかる・かたる（全3回）
第1回 『平家物語』の読みどころ
―その「もののあはれ」―
講師：林 望（作家・国文学者）
『謹訳平家物語』を手がける林望氏が、その文学
性、朗唱性、芸能性について、様々なアプローチ
を試みます。軍記物語の白眉というべき『平家
物語』には、殺伐とした戦闘や興亡のことだけで
なく、「もののあはれ」というべき文学性があり
ます。物語全体を見渡して読みどころを指摘し、
朗読を交えて読み解く講座、第1回。（7月29日申
込受付開始）（主催：上廣倫理財団）
■ 日時：9月17日（木）18：30～20：10（18：00より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名  ■ 参加費：500円（千代田区民及び学生は無料）
※学生の方は、当日、受付で学生証をご提示ください。

＜第2・3回予告＞　
10月22日（木）18:30～20:30　
『平家物語』を「訳す」ということ －ピーター ジェイ マクミラン氏を迎えて－
ゲスト：ピーター ジェイ マクミラン （杏林大学客員教授） （8月25日申込受付開始）
11月26日（木）18:30～20:30
『平家物語』を「語る」という試み －三遊亭金朝師匠を迎えて－
ゲスト：三遊亭 金朝 （落語家） （9月25日申込受付開始）

4
(金)

9 千代田区民講座
ミクロの決死圏  胃腸とストレス
講師：林 勝彦（科学ジャーナリスト、元NHKプロデューサー）
ストレスに満ちあふれた現代社会ではアルコー
ルなどさまざまな要因が60兆細胞からなる人
体に襲いかかります。なかでも、第二の脳と言わ
れる胃腸は、とても繊細で傷つきやすい臓器で
す。「彼を知り己を知れば百戦殆うからず」歴代
のNHKの番組の中で最多の国際賞受賞記録を
作った、元「人体」統括プロデューサー 林 勝彦 
氏に、栄養吸収の現場を「ミクロの決死圏」風に
存分に語っていただきます。
（主催：NPO法人神田雑学大学）
■ 日時：9月4日（金）19：00～ 20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階スタジオプラス（小ホール）　■ 定員：60名  ■ 参加費：無料 
※8月5日（水）千代田区民受付開始。区民以外は8月12日（水）から受付開始。

11
(金)

9 企業やブランドとデザインのかかわりはどこに？
講師：川島 蓉子（伊藤忠ファッションシステム株式会社取締役、ifs未来研究所所長）
景気が良くなったと言われる中でも、不安定な社
会状況は続いています。しかし、そこに ‘デザイン’
がかかわることで未来が拓けてくるはずです。
「その未来に、私はいますか」をテーマとする未来
研究所所長の川島蓉子氏が企業やブランドと
デザインのかかわりについてお話します。
■ 日時：9月11日（金）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：地下１階 日比谷コンベンションホール
（大ホール） 　■ 定員：180名  ■ 参加費：1000円

14
(月)

9 江戸歴史講座第34回　錦絵誕生250年記念　

浮世絵と江戸の大地震～鯰絵とよみがえる情景
講師：藤澤 紫（國學院大學文学部教授 特別専任）
安政2年10月、江戸を未曾有の地震が襲いまし
た。「鯰絵」には庶民の地震への恐れや祈りが
ユーモラスに描かれています。広重の「名所江戸
百景」にも、復興の情景を報道する役割がありま
した。鯰絵や浮世絵の鑑賞を通じて、地震と江戸
のメディア、江戸っ子の感性を学んでみませんか？
■ 日時：9月14日（月）19：00～20：30
　（18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール
　（大ホール） 　■ 定員：200名 
■ 参加費：1000円（千代田区民500円）

20
(木)

8 「戦後70年」の原風景を捉え直す
－占領下の映像資料から
講師：出口 雄一  （桐蔭横浜大学法学部教授）
「戦後」のあり方が大きく問われている今、日本国憲
法を踏まえて、国会・内閣・裁判所等の「国のあり
方」の骨組みがどのように作られたのかを、改めて
知っておくことはとても重要です。本講座では、占領
下で撮影された貴重な映像資料を交え、現在の歴
史研究のエッセンスをわかりやすくお伝えします。
■ 日時：8月20日（木）19：00～20：30 （18：30より受付）
■ 会場：地下1階 日比谷コンベンションホール（大ホール）
■ 定員：200名  ■ 参加費：1000円

23
(日)

8 ピースビレッジ第34回
プロセスワークは、世界を、人を変容させていく ！
～変化の鍵は、結果ではなくプロセスにある
講師：横山 十祉子（ＴＹＰractice主宰/一般社団法人日本プロセスワークセンター前代表理事）
グローバル化によって生み出された世界の分断
や、地球環境の変化などの複雑な問題。こうした
現象の全体をシステムとして捉えてみると、複雑
に見える問題の根っこは案外シンプルな構造で
す。本講座ではプロセスワークという手法による変
化の時代の世界観やものごとの見方を考えます。
（主催：ＮＰＯ法人 世界連邦21世紀フォーラム）
■ 日時：8月23日（日）14：00～16：30（13：30より受付）
■ 会場：4階 スタジオプラス（小ホール） 
■ 定員：60名  ■ 参加費：3000円
＜次回予告＞   9月19日（土）14：00～16：30　
ピースビレッジ第35回　「なぜ世界の課題は解決されないのか。 
～欠乏を補う効力感から調和の世界への転換の道筋を考える」

5
(水)

8 フォトグラファーが捉えた祭典への軌跡　　
―2020東京オリンピック・パラリンピック招致活動を経て
講師：竹見 脩吾（2020東京オリンピック・パラリンピック元招致委員会フォトグラファー）
東京オリンピック・パラリンピック招致
委員会オフィシャルカメラマンとして二
年間招致委員会に同行し、活動の軌跡
を記録し続けた講師が、招致委員会で
の仕事や2020年に向けての思い、カメ
ラを通して見るスポーツの魅力などに
ついて写真と共に語ります。
■ 日時：8月5日（水）19：00～20：30（18：30より受付）
■ 会場：4階スタジオプラス（小ホール）■ 定員：60名　■ 参加費：1000円

竹見 脩吾氏 撮影

8・9月の講座 
▶ 参加申込：電話（03-3502-3340）またはEメール（college@hibiyal.jp）にて、講座
名、お名前（よみがな）、お電話番号をご連絡ください。当館１階の受付でもご予約
を承ります。 各講座ともに定員になり次第、締め切らせて頂きます。 キャンセルの
場合はご連絡ください。参加費は当日支払いです。千代田区民料金のある講座は、
当日、図書貸出券や健康保険証など住所が確認できるものをお持ちください。

e v e n t  s c h e d u l e

▶「日比谷カレッジ」とは、日比谷図書文化館が主催・共催で行うセミナーやイベントです。
   「江戸・東京」「本」「スキルアップ」「芸術」「センスアップ」の５つのカテゴリーに基づき、さまざまな「学び」と「交流」の場を提供します。

マンゴーのミルクレープ

◆ ライブラリーショップ＆カフェ日比谷 ◆
カフェに期間限定のケーキが登場しました！見
た目も可愛い「桃のモンブラン」やどこを食べ
てもマンゴー感たっぷりの「マンゴーのミルク
レープ」など夏が感じられるラインナップで
す。店内には図書フロアの本を持ち込むこと
も出来るので、夏のひと時をライブラリー
ショップ＆カフェ日比谷で過ごしませんか。

L I B R A R Y  S H O P  &  C A F E  H I B I Y A   
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